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第五章 調査用モバイル端末のシステム開発 

 

Ⅰ．システム概要 

１．目的 

施設調査の実施には、以下の課題があると想定し、これらの課題を改善するとともに、

タブレット PCの導入効果を検証することを目的として調査サポートシステムを開発した。 

 

（１）想定される課題 

１）業務中の施設に伺って調査を行うため、担当者や入居者へ迷惑をかけないよう速や

かな調査が必要とされる。 

２）調査員のスキルに関係なく正確にデータを収集する必要がある。 

３）多くの施設を公平に調査する必要があり、情報量の偏りをなくす必要がある。 

４）調査報告や調査後のデータ集計など、調査後の業務が調査員の負担となっている。 

 

（２）期待される効果 

１）速やかな調査 

・調査対象の基本情報を事前に入力しておくことで、調査現場では、端末を起動し、基

本的にタッチのみでデータ入力可能 

・調査項目の漏れをシステム側で制御、チェック 

・調査日時の自動入力化 

・カメラ機能が一体のため、スムーズに撮影とデータ保存 

・端末操作の記録はそのままデータベースへ投入され、調査後に報告書作成やデータ入

力を行うという作業が不要となる。 

２）正確なデータ収集 

・調査日時や位置情報を、自動で取得するため正確な記録が可能 

・チェック項目と回答内容の論理チェックをシステムに持たせることで、調査員のスキ

ルに関わらず回答の漏れや矛盾などを防ぐことができる（*施設タイプによって調査す

る項目が変わる場合などにより効果が期待できる）。 

３）情報量の統一 

・システムに定められた項目を入力していくことで、調査員による情報量のばらつきを

抑え、施設ごとの情報量のばらつきを抑え、評価等に有効なデータとなる 

４）データ集計 

・データはリアルタイムに集計されるため、調査の進捗や調査の終了を待たずに中間集

計や傾向の把握が可能となる 

・位置情報から地図データへの自動マッピングが可能 
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２．システムの全体イメージ 

 

 

３．システムの構成 

（１）調査データ入力用端末 

入力端末はタブレット型 PCを採用した。簡単なタッチパネル操作で施設データの入

力を行え、調査施設の種別毎に調査項目を表示し入力の漏れがないよう配慮した設計

とした。また、インターネット通信機能を備え、調査データをリアルタイムにインタ

ーネット上のサーバーに保存し、調査員が、帰社後に調査データを再度入力する手間

を軽減した。 

＜入力端末＞※Apple社「iPad 」を使用している。 

         

    

※持ち方で画面表示

の縦と横は自動的

に切り替わる。 
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１）入力画面のイメージ 

＜ログイン＞             ※調査アプリのアイコンをクリックログイン 

      

 

＜調査対象施設の呼び出し＞ ※施設名あるいは、所在地を入力する 

  

 

 

※該当する施設のリストが出てくる。画面では神戸市内の施設が出ている。 
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＜入力画面＞ 

   ※カメラ機能も持つ。 

 

   

※入力する場合の最初の

画面表示 

※調査項目入力画面、左画面はＡＢＣで選択し入力、右画面はデータを入力 



105 

 

＜入力状況確認＞  

   ※入力済みの項目には「済」の表示 
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（２）データベースサーバー 

調査データ入力用端末からのデータを受け取り、保存する役割と、相談業務等にお

けるデータ検索、表示用のデータベースシステム。 

施設の基本情報（施設名、所在地、連絡先等）の登録がされており、各調査員は調

査対象施設の入力シートを入力端末に呼び出して入力を開始する。 

調査データは自動的に区分（サービス、医療体制等）毎の評価データが集計される。 

 

（３）情報検索システム 

タブレット PCまたはパソコンからインターネットを通じてアクセスし、全国の施設

データを検索できるシステム。 

訪問調査が完了している施設については、そのデータ閲覧とシステムで集計された

評価の参照が可能となっている。 

 

 

１）検索画面のイメージ 

 

＜検索画面＞  ※基本事項で検索する。 
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＜検索一覧＞  調査済のものは、評価、得点率が表示される。 

 
 

＜施設詳細（施設ライブラリ）＞ 

   

 

※調査、入力すると情報は施設毎に 
集積され施設ライブラリができる。 

写真は拡大表示可能 
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＜施設詳細：位置図＞ 

 

 ＜施設詳細：航空写真＞ 

     

※施設の位置図も表示される。 
 縮尺も変更できるので交通や 
位置関係の把握に便利である。 

※航空写真も表示されるので、

周辺環境が分かりやすい。 
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 ＜施設詳細：評価＞ 

 

＜施設詳細：評価＞ 

 

 

※項目別の評価、情報が一覧できる。

画面は入居者の状況を示す。 

※左の画面はサービスの状況を示す。 
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＜施設詳細：評価＞                             ※評価結果の表示 

   

■５つの評価分野（再掲） 

 中項目中心に８分野に再構成する。項目は施設類型によって異なるが全部で３８項目。 
１）事業主体、入居者要素：７項目 

入居一時金：２項目（償却年数、初期償却率）※経営姿勢の範疇に入るので含める 
経営の信頼性：５項目（財務諸表開示、入居率、苦情対応、運営懇談会、外部評価）、  

２）本人を取り巻く環境要素：８項目 

入居者の状況：２項目（要介護者割合※自立型の場合、顔色・表情）  
立地環境：４項目（騒音や嫌悪施設の有無、地形高低差、日当たり眺望、交通利便性） 
サービス要素：２項目（職員の挨拶、職員の身なり） 

３）建物要素：７項目 

建物設備：７項目（建物竣工年、居室、共用施設、屋外施設、居室の手入れ※介護居室、

共用施設の手入れ、屋外施設の手入れ） 
４）サービス要素：１０項目 

サービス：１０項目（ケアスタッフの入居者配置比率※特定施設の場合、重度要介護度の

対応、認知症が重度時の対応、食事介助、整容・更衣介助、事業者の入居者へのサポート

※外付けサービスの場合、夜間職員配置※外付けサービスの場合、食事内容、食事メニュ

ーは選択制か、食堂設え・雰囲気） 
５）医療支援体制要素：６項目 

医療支援体制：６項目（看護師配置体制、医療の必要な入居者への対応、看取り対応、リ

ハビリ担当者の資格と配置、リハビリ施設設備内容、協力医療機関の緊急時対応） 
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Ⅱ データベース概要 

１．収録施設と元資料 

22年度調査に基づき、下表のとおり、全国計 30,549件の高齢者住施設データを登録し

ている。 

 

（１）登録データ分類 

 

     ■施設登録件数 

施設種別 登録件数 

合   計 30,549件 

１．グループホーム  10,530件 

２．介護付有料老人ホーム  2,743件 

３．住宅型有料老人ホーム  2,399件 

４．健康型有料老人ホーム  26件 

５．地域密着型特別養護老人ホーム  382件 

６．特別養護老人ホーム  6,192件 

７．療養型医療施設  2,024件 

８．老人保健施設  3,789件 

９．軽費老人ホーム  416件 

10.養護老人ホーム  414件 

11.高齢者専用賃貸住宅  1,634件 

 

 

（２）基本データ項目 

  登録施設については、以下のデータが入力されている。 

（３）の表に掲げる、本年度事業で策定した評価項目について、今後追加入力できる

ようになっている。 

 

施設種別 

名称 

所在 

電話 

開設年月 

定員/戸数 

法人名称 

入居時費用 

月額利用料 
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（３）今回調査で追加したデータ項目 

大項目 中項目 小項目 

入
居
・
施
設
類
型
に
か
か
わ
る
要
素 

施
設
類
型 

種類・類型（介護付有料老人ホーム、住宅型有料老人ホーム、健康型有料

老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅、ケアハウス等） 

特定施設入居者生活介護指定の有無 

居室の権利形態（利用権、賃貸借等） 

入居要件（要介護度、年齢） 
要介護度 

年齢（歳以上） 

入
居
一
時
金 

入居一時金  

入居一時金（家賃相当額） 

介護一時金 

その他一時金 

合計 

償却方法 
初期償却率（％） 

償却年数 

支払メニュー 
年齢別支払メニュー 

期間別支払メニュー 

月
額
利
用
料 

月額利用料 

（円、定額分） 

家賃 

管理費（生活支援費） 

食費 

上乗せ介護費 

共益費(居室光熱水費） 

合計額   

入居費用備考 

館
内
規
則 

趣味・嗜好 
嗜好品（酒、たばこ） 

ペット（犬）の飼育 

２人部屋の入居要件 

外来者の訪問可能時間 

商
品
を
構
成
す
る
要
素 

経
営
の
信
頼
性 

事
業
の

安
定
性 

経営状況 
経営・財務内容 

入居率（％） 

経
営
姿
勢 

苦情対応 

運営懇談会 

外部評価の受け入れ 

入
居
者
の
状
況 

入居者属性 

年齢 

男女比（女性比率％記入） 

要介護度 

要介護者数割合 

 全体 印象、居心地 
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商
品
を
構
成
す
る
要
素 

立
地
環
境 

所在地 住所 

交通の便 

住環境 

騒音、嫌悪施設の有無、道路の危

険性 

地形、高低差 

日当たり・眺望 

利便性 
交通利便性 

生活利便性 

サ
ー
ビ
ス 

提供体制 

ケアスタッフ体制 対入居者配置比率(実績値） 

サービスの基礎 
挨拶 

身なり 

重度までの対応 

要介護度が重度になった場合も住

み続けられるか 

認知症が重度になった場合も住み

続けられるか 

サービス 

提供体制 

※外付けサービスの

場合 

事業者の入居者へのサポート 

夜間の職員配置 

敷地内か建物内の介護サービス 

事業所の設置 

サービス提供事業者の選択の 

自由度 

朝昼晩の食事提供 

 内容と質・レ

ベル 

介護サービス 

食事介助 

整容・更衣 

食事サービス 

内容・味・固さ ※試食できない

場合は食事を残している方の割合 

メニューは選択制か 

食事内容の改善への取り組み 

治療・介護食対応 

食堂設え・雰囲気 

いきがい活動 館内販売 
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商
品
を
構
成
す
る
要
素 

医
療
支
援
体
制 

内部体制 

・内容 

看護師配置体制 配置人数（日中、夜間） 

医療に必要な入居者

への対応、看取り対

応 

医療の必要な入居者への対応 

看取り(ターミナルケア）対応 

医
療
支
援
体
制 

内部体制 

・内容 
リハビリサービス 

担当者の能力・資格 

実施施設・設備内容 

協力医療機関 

診療体制（在支診、診療科目、優

先入院可能か） 

熱発、事故等緊急時の対応 

ｱｸｾｽ：所在地、時間距離 

建
物
・
設
備 

建物概要 

定員・居室数 

竣工年 

開設年月日（西暦） 

内容・スペック 

居室面積(㎡） 

居室 

共用施設 

屋外施設 

清掃・清潔・手入れ等 

建物全体 

居室(水回り、床) 

共用施設、ﾄｲﾚ、浴室、職員室 

屋外施設・庭木 

評
価 

評価（区分１） 事業主体・入居者要素 

評価（区分２） 本人を取り巻く環境要素 

評価（区分３） 建物要素 

評価（区分４） サービス要素 

評価（区分５） 医療支援体制要素 

 

 

Ⅲ まとめ 

・タブレットＰＣによる調査業務システムを構築することで、業務効率は格段に向上し、

高齢者住施設データベースの早期構築に役立つものと考えられる。 

・調査データが均一となり、精度も上がるため、データの公開や、他のシステムとの連携

が容易になり、データベース自体の価値が高まる者と考えられる。 

・今回の調査事業にかかわらず、将来、全国的な施設調査時のベースシステムとなりうる

と考える。 


